
　

常
滑
市
が
「
家
庭
ご
み
収
集

の
有
料
化
」
を
実
施
し
、
15
％

の
ご
み
排
出
量
を
削
減
し
た
。

　
　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
常
武

の
負
担
金
の
算
定
方
法
は
。

　
　
　
　
　
　

総
分
担
金
額
の

10
％
が
均
等
割
、
40
％
が
人
口

割
、
50
％
が
投
入
量
割
で
あ
る
。

　
　

常
滑
市
が
15
％
削
減
し
た

場
合
、
武
豊
町
の
負
担
金
は
い

く
ら
違
い
が
出
て
く
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　

24
年
度
の
総
分

担
金
額
は
、
７
億
６
６
２
９
万

２
千
円
で
、
15
％
削
減
を
換
算

す
る
と
、
武
豊
町
の
分
担
金
が

１
６
４
８
万
８
千
円
増
加
す
る

こ
と
に
な
る
。

　
　

本
町
の
今
後
の
ご
み
減
量

施
策
は
。

　
　
　
　

雑
紙
の
回
収
方
法
の

変
更
、
加
え
て
、
家
庭
ご
み
の

有
料
化
も
調
査
研
究
を
進
め
て

い
く
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
置
い
て
あ
る
だ

け
で
い
ざ
と
い
う
時
に
役
に
立

た
な
け
れ
ば
何
の
意
味
も
な
い
。

　
　

Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
や
貸
し
出

し
用
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
あ
れ
ば
、
事
業

責
任
者
が
３
分
以
内
で
対
応
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

今
後
、
施
設
ご
と
に

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
持
ち
出
し
方
法
、
設

置
場
所
お
よ
び
機
器
の
増
設
な

ど
も
含
め
、
検
討
し
て
い
く
。

　
　

広
域
ご
み
処
理
施
設
の
建

設
予
定
地
が
本
町
に
決
ま
り
、

よ
り
一
層
の
町
民
の
理
解
が
求

め
ら
れ
る
が
、
説
明
会
・
先
進

地
視
察
に
つ
い
て
積
極
的
に
行

う
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う

か
。

　
　
　
　

町
民
全
体
を
対
象
に

し
た
組
合
主
催
の
「
住
民
説
明

会
」
を
年
度
内
に
実
施
で
き
る

よ
う
、
現
在
、
開
催
日
程
な
ど

の
調
整
を
進
め
て
い
る
。

　

他
市
町
に
あ
る
最
新
の
ご
み

処
理
施
設
を
視
察
し
て
い
た
だ

く
こ
と
は
、
理
解
促

進
に
大
変
有
効
な
手

段
で
あ
り
先
進
地
視

察
が
開
催
さ
れ
る
よ

う
努
め
て
い
く
。

　
　

広
域
組
合
な
ら

び
に
組
合
議
会
で
進

め
て
い
く
事
業
で
は

あ
る
が
、
本
町
の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
は
不
可
欠
で

あ
る
。
施
設
稼
働
ま
で
の
本
町

の
組
織
体
制
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　

現
在
も
こ
の
ビ

ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
し
て

は
、
副
町
長
を
責
任
者
と
し
て
、

適
宜
検
討
会
を
開
催
し
て
い
る

が
、
更
な
る
体
制
の
強
化
を
検

討
す
る
。
ま
た
、
建
設
予
定
地

の
変
更
に
伴
い
、
26
年
度
以
降
、

組
合
事
務
所
が
町
内
に
設
置
さ

れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

今
後
、
的
確
な
派
遣
職
員
の

人
選
を
進
め
、
当
事
業
の
円
滑

な
運
営
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
体

制
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

個人質問 町政を問う！

南　賢治 議員 試算では1648万８千円増加
15％削減で負担金の違いは

答

問

答

町
長

答

町
長

答

厚
生
部
長

答

厚
生
部
長

答

厚
生
部
長

■政和クラブ平塚市環境事業センター視察

町
民
説
明
会
・

先
進
地
視
察
の
必
要
性

本
町
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
体
制
は

福本　貴久 議員 説明会・先進地視察を開催する
より一層町民の理解を

答

問

■クリーンセンター常武に投入しているパッカー車

答

町
長

問問

問

問

問問 常
滑
市
有
料
化
の
影
響
は

貸
し
出
し
用
A
E
D
を
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所得税（年）

結婚歴なし

結婚歴あり

差

住民税（年） 保育料（月）

59,500 128,500 39,300

42,000 98,500 21,000

17,500 30,000 18,300

町営住宅
（年収260万）

約1,500

　
　

今
年
の
本
町
の
飲
酒
運
転

で
の
検
挙
人
数
は
。

　

ま
た
、
一
般
的
に
検
挙
さ
れ

た
人
の
飲
酒
先
は
ど
こ
が
多
い

か
。

　
　
　
　
　
　

昨
年
度
の
飲
酒

運
転
検
挙
人
数
は
、
運
転
免
許

人
口
１
万
人
当
た
り
８
・
43
人

で
、
県
下
ワ
ー
ス
ト
１
で
あ
っ

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

今
年
１
月
か
ら
９
月
末
で
の

状
況
は
４
・
39
人
と
減
少
し
て

い
る
が
、
依
然
多
い
状
況
に
あ

る
。

　

愛
知
県
警
の
集
計
結
果
に
よ

れ
ば
飲
酒
先
と
し
て
は
、
飲
食

店
、
自
宅
、
自
動
車
内
、
そ
の

他
の
順
で
あ
る
。

　
　

飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け
た

具
体
的
な
取
り
組
み
と
、
今
後

更
に
強
化
す
る
施
策
は
あ
る
か
。

　
　
　
　

年
４
回
の
交
通
安
全

県
民
運
動
な
ど
を
通
じ
て
、
啓

発
を
行
う
と
と
も
に
広
報
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
な
ど
を
活
用
し
、
啓
発
を
実

施
す
る
。

　

今
年
７
月
に
は
、
交
通
安
全

活
動
に
努
め
事
故
防
止
を
啓
発

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
武

豊
町
交
通
少
年
団
を
町
内
４
小

学
校
の
児
童
31
名
で
結
成
し
た
。

　

産
業
ま
つ
り
で
は
、
飲
酒
運

転
根
絶
に
重
点
を
お
い
て
啓
発

活
動
を
実
施
し
た
。

　

今
後
も
、
交
通
安
全
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
く
。

　

結
婚
歴
の
あ
る
な
し
で
、
経

済
的
な
差
が
出
て
し
ま
う
「
寡

婦
控
除
」
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
差
別
が
問
題
に
な
っ
て
い

る
。

　
　

未
婚
の
ひ
と
り
親
家
庭
の

掌
握
は
で
き
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　

28
世
帯
で
、
保

育
園
入
所
園
児
は
10
世
帯
10
人

で
あ
る
。

　
　

寡
婦
控
除
が
影
響
す
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
は
。

　
　
　
　
　
　

保
育
園
保
育
料
、

使
用
料
、
町
営
住
宅
家
賃
で
あ

る
。

　
　

未
婚
の
ひ
と
り
親
家
庭
に

も
「
寡
婦
控
除
」
の
み
な
し
適

用
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　

不
公
平
感
は
あ
る
が
、

国
が
税
制
改
正
で
対
応
す
べ
き

で
あ
る
。

　
　

保
育
料
な
ど
で
、
年
間
22

万
円
程
の
差
が
出
る
こ
と
を
知

っ
て
い
て
の
答
弁
か
。

　
　
　
　

こ
の
質
問
が
出
る
ま

で
、
実
態
を
承
知
し
て
い
な
か

っ
た
。

　

予
算
の
取
捨
選
択
を
考
え
、

前
向
き
に
検
討
す
る
。

個人質問町政を問う！

飲
酒
運
転
は
犯
罪
で
あ

る
。断
じ
て
許
せ
な
い
。

森田　義弘 議員あらゆる機会に啓発活動を行う
飲酒運転根絶に向けた取り組みは

答

問

答

町
長

答

厚
生
部
長

答

厚
生
部
長

答

総
務
部
長

結
婚
歴
で
差
別
は
不
公
平

町
長
　
実
態
を
知
り

前
向
き
に
検
討

本村　強 議員既婚・未婚での不公平、適用を検討
寡婦控除みなし適用を

答

問

■年末交通安全キャンペーン

■結婚歴の有無による差額（年収250万円、2歳児） 単位／円 答

町
長

答

町
長

問 問 問

問

問問
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個人質問 町政を問う！

　
　

子
育
て
を
応
援
す
る
施
策

と
し
て
、
具
体
的
に
何
を
行
っ

て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　

愛
知
県
と
市
町

村
の
協
働
事
業
で
行
っ
て
い
る

子
育
て
家
庭
優
待
カ
ー
ド
事
業

を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
事
業

は
、
地
域
社
会
で
、
子
育
て
で

家
庭
を
支
え
る
機
運
の
醸
成
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

子
育
て
家
庭
に
配
布
し
て
い

る
「
は
ぐ
み
ん
カ
ー
ド
」
を
協

賛
店
舗
な
ど
の
「
は
ぐ
み
ん
優

待
シ
ョ
ッ
プ
」
で
、
ご
提
示
し

て
い
た
だ
く
と
シ
ョ
ッ
プ
が
独

自
に
設
定
す
る
商
品
の
割
引
や

サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
様
々
な
特
典

が
受
け
ら
れ
る
。

　
　

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
教

師
Ｏ
Ｂ
に
よ
り
区
の
公
民
館
な

ど
で
子
ど
も
の
学
習
や
教
育
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
「
放
課
後
寺
小

屋
」
、
「
ど
ん
と
こ
い
宿
題
」

な
ど
を
十
日
町
市
で
は
実
施
し

て
い
る
。
本
町
の
見
解
は
。

　　
　
　
　
　
　
　
　

公
民
館
な

ど
で
行
う
「
放
課
後
寺
小
屋
」
、

「
ど
ん
と
こ
い
宿
題
」
な
ど
は
、

ま
さ
に
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
だ

と
思
う
。
十
日
町
市
に
つ
い
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
市
役
所
へ

電
話
し
経
緯
を
調
べ
て
調
査
し

た
い
。

※
他
に
「
未
利
用
財
産
の
処
分

と
新
た
な
自
主
財
源
の
発
掘
に

つ
い
て
」
の
質
問
。

　
　

計
画
的
に
建
設
事
業
を
進

め
る
た
め
に
、
武
豊
町
の
支
援

が
必
要
と
な
る
が
。

　
　
　
　

今
後
の
事
業
計
画
な

ど
を
勘
案
す
る
と
、
タ
イ
ト
な

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
な
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
。
計
画
ど
お
り
に

本
事
業
の
進
捗
を
図
る
こ
と
が

最
重
要
課
題
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　

市
町
の
事
情
を
優
先
す
る
こ

と
な
く
、
広
域
的
な
視
点
に
立

ち
、
可
能
な
限
り
の
協
力
と
地

元
自
治
体
の
責
任
を
果
た
し
て

い
く
。

　
　

施
設
受
入
れ
自
治
体
と
し

て
、
準
備
室
を
設
置
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
　
　
　
　

現
在
、
庁
内
に
あ

る
「
総
合
調
整
会
議
」
を
活
用

し
て
、
諸
課
題
に
対
応
し
た
い
。

　
　
　
　

　
　

町
内
の
緊
急
輸
送
道
路
に

あ
る
橋
梁
等
の
耐
震
対
策
は
。

　
　
　
　
　
　
　

県
と
町
が
指

定
す
る
緊
急
輸
送
道
路
の
橋
梁

は
、
全
て
対
策
済
み
で
あ
る
。

　
　

衣
浦
港
の
整
備
に
つ
い
て
、

国
や
県
へ
の
要
望
事
項
は
。

　
　
　
　
　
　
　

５
号
地
先
の

武
豊
北
ふ
頭
耐
震
強
化
岸
壁
は
、

今
年
度
中
に
完
成
予
定
で
あ
る
。

　

衣
浦
港
入
口
の
高
潮
西
防
波

堤
お
よ
び
伊
勢
湾
台
風
以
降
に

建
設
さ
れ
た
防
潮
堤
の
機
能
強

化
対
策
を
要
望
し
て
い
る
。

答

副
町
長

答

産
業
建
設
部
長

答

産
業
建
設
部
長

答

子
育
て
支
援
課
長

■環境学習施設（渡刈クリーンセンター）

子
育
て
家
庭
の
応
援
が

必
要

｢

放
課
後
寺
小
屋
」の

実
施
を

後藤　光明 議員 子育て家庭優待カード事業の実施
本町の子育て応援施策は

答

問

答

厚
生
部
長

■子育て応援 はぐみんカード

広
域
ご
み
焼
却
施
設
建
設

を
武
豊
町
の
都
合
で
遅
ら

せ
る
こ
と
は
で
き
な
い

緊
急
輸
送
道
路
お
よ
び

周
辺
の
耐
震
対
策
は

石原　壽朗 議員 総合調整会議で対応していく
新焼却場建設に向けて早期準備を

答

問

答

町
長

問 問

問

問

問

問
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個人質問町政を問う！

　

25
年
度
、
た
け
と
よ
ゆ
め
た

ろ
う
プ
ラ
ン
第
５
次
実
施
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
よ
り
、
情
報
伝
達
強

化
事
業
に
努
め
て
い
る
。

　
　

同
報
無
線
に
つ
い
て
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
は
あ
る
か
。

　
　
　
　

運
用
に
つ
い
て
は
規

定
が
あ
り
、
災
害
・
交
通
情
報

に
関
す
る
も
の
、
町
政
に
関
す

る
も
の
、
人
命
お
よ
び
財
産
に

関
す
る
も
の
、
そ
の
他
町
長
が

認
め
た
も
の
が
あ
り
、
特
に
住

民
の
協
力
が
必
要
な
場
合
、
広

く
重
要
な
情
報
を
発
信
す
る
場

合
に
活
用
す
る
。

　
　

武
豊
町
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス

の
活
用
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　

登
録
数
は
１
６

７
４
件
で
あ
り
防
災
情
報
・
防

犯
情
報
・
生
活
情
報
な
ど
60
件

を
配
信
し
た
。

　
　
　
　

　
　

今
後
の
、
防
災
ラ
ジ
オ
販

売
の
予
定
は
。

　
　
　
　
　
　

本
定
例
会
に
お

い
て
、
補
正
予
算
が
議
決
さ
れ

れ
ば
、
５
０
０
台
の
追
加
購
入

を
予
定
し
て
い
る
。
広
報
・
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ

す
る
。

※
他
に
「
屋
外
イ
ベ
ン
ト
に
お

け
る
火
災
対
策
に
つ
い
て
」
質

問
。

　
　

９
月
議
会
で
、
「
本
町
の

財
政
基
盤
が
弱
く
な
っ
た
今
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
実
施
し
て
い

く
こ
と
は
大
変
難
し
い
。
内
容

や
効
果
、
受
益
者
負
担
の
あ
り

方
を
改
め
て
検
討
を
す
る
。
」

と
答
弁
し
て
い
る
。
そ
の
後
の

検
討
結
果
は
。

　
　
　
　
　
　

26
年
度
は
、
現

行
ど
お
り
実
施
す
る
。
27
年
度

以
降
は
、
県
の
制
度
改
正
、
近

隣
市
町
の
状
況
を
踏
ま
え
、
引

き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

　
　

町
民
の
理
解
を
得
る
た
め

に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
積
極

的
な
情
報
公
開
を
求
め
る
。

　
　
　
　
　
　

議
会
に
報
告
す

べ
き
重
要
な
情
報
は
遅
滞
な
く

提
供
し
、
住
民
に
は
広
報
・
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
行
う
。

　
　

現
在
、
平
成
26
年
度
か
ら

給
食
セ
ン
タ
ー
の
調
理
業
務
を

民
間
委
託
す
る
た
め
の
準
備
が

進
ん
で
い
る
。
保
護
者
へ
の
説

明
は
、
い
つ
ど
の
よ
う
に
実
施

す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　

校
長
会
、
給
食

主
任
者
会
議
、
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
審
議
会
で
、
実
務
業
務
や

業
者
の
選
定
方
法
、
保
護
者
へ

の
周
知
の
質
問
が
あ
っ
た
が
、

承
諾
さ
れ
て
い
る
。
保
護
者
に

は
２
月
頃
、
学
校
を
通
じ
て
文

書
で
通
知
す
る
。

答

厚
生
部
長

答

厚
生
部
長

答

教
育
部
長

答

町
長

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長
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重
要
な
情
報
を

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
伝
達

防
災
ラ
ジ
オ
追
加
購
入

青木　信哉 議員同報無線通信運営規定による発信
情報発信の際のガイドラインは

答

問

財
政
を
理
由
に

福
祉
医
療
制
度
を

切
り
捨
て
な
い
で

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が

ど
う
変
わ
る
の
か

新
ご
み
処
理
施
設
建
設
の

情
報
公
開
を
積
極
的
に

小寺　岸子 議員26年度はこれまでどおり実施する
福祉医療制度の上乗せ分の担保を

答

問

■武豊町 防災ラジオ

■平成26年度から民間委託する給食センター

問 問

問

問問

問



個人質問 町政を問う！

　
　

厚
生
労
働
省
は
、
介
護
保

険
制
度
の
改
悪
を
打
ち
出
し
た
。

「
保
険
あ
っ
て
介
護
な
し
」
の

大
改
悪
に
、
町
と
し
て
反
対
し

て
ほ
し
い
。

　
　
　
　

現
在
、
社
会
保
障
審

議
会
・
介
護
保
険
部
会
で
審
議

が
進
ん
で
い
る
。
全
国
町
村
会

大
会
で
決
議
し
、
国
に
要
望
し

て
い
る
。

　
　

要
支
援
１
・
２
を
介
護
保

険
か
ら
外
し
、
介
護
度
１
・
２

を
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の

入
所
要
件
か
ら
外
す
な
ど
、
大

改
悪
計
画
だ
。

　

現
行
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
維

持
し
拡
充
す
る
方
向
で
努
力
し

て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　

特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
現
入
所
者
は
、
介
護

度
１
・
２
の
方
も
引
き
続
き
入

所
で
き
、
引
き
続
き
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
全
国
町

村
大
会
で
国
に
要
望
し
て
い
る
。

　
　

難
病
対
象
疾
病
を
56
か
ら

３
０
０
以
上
に
拡
大
す
る
一
方
、

現
在
、
重
症
者
の
医
療
費
が
無

料
と
な
っ
て
い
る
の
を
有
料
化

す
る
な
ど
、
難
病
患
者
の
医
療

費
負
担
が
大
幅
に
改
悪
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。
拡
充
す
る
方

向
で
検
討
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　
　
　

専
門
委
員
会
の

議
論
や
国
の
動
向
な
ど
を
注
視

し
て
い
き
た
い
。

　
　

倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る
空
き

家
が
増
え
て
い
く
中
、
空
き
家

の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
を

制
定
す
る
自
治
体
が
増
え
て
い

る
。

　

本
町
で
は
、
空
き
家
の
適
正

管
理
に
関
す
る
条
例
制
定
の
考

え
は
な
い
か
。

　
　
　
　

条
例
制
定
に
よ
っ
て
、

成
果
を
上
げ
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
よ
う
だ
。
半
田
市
と
南
知

多
町
が
今
年
度
中
に
条
例
を
制

定
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

本
町
も
、
条
例
制
定
も
含
め
、

調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
く
。

　
　

危
険
な
空
き
家
に
対
し
、

補
助
金
な
ど
の
公
費
を
投
入
す

る
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
　
　
　
　

行
政
代
執
行
を

条
例
に
盛
り
込
ん
で
い
る
自
治

体
は
約
半
分
で
あ
る
。

　

今
後
、
特
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
空
き
家
が
速
や
か
に
撤
去
さ

れ
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
を

調
査
・
研
究
し
て
い
く
。　
　

　
　

　
　

武
豊
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

が
で
き
、
多
く
の
方
が
利
用
し

て
い
る
。

　

反
対
に
地
域
で
の
資
源
ゴ
ミ

回
収
量
が
半
分
近
く
に
な
っ
て

い
る
。

　

月
２
回
の
回
収
を
１
回
に
し
、

シ
ル
バ
ー
さ
ん
に
立
哨
を
委
託

で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　

試
験
的
に
協
力

で
き
る
区
が
あ
れ
ば
、
考
え
て

も
良
い
。

答

厚
生
部
長

答

厚
生
部
長

答

町
長

■特別養護老人ホームくすのきの里

■倒壊のおそれがあり
　通行止めになっている歩道

要
支
援
１
・
２
を
排
除

難
病
患
者
の

医
療
費
負
担
増

梶田　稔 議員 特養の現入所者は現行通り
低介護度の保険外しに反対を

答

問

答

環
境
課
長

条
例
制
定
の
考
え
は

住
民
の
負
担
軽
減
を

鈴木　一也 議員 条例制定も含め、調査・研究する
空き家の適正管理は

答

問

答

総
務
部
長

問問

問

問問

問

答

町
長
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